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障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
の
人

は
、
３
月
分（
５
月
支
払
い
）か
ら
手
当
額
の
算
出
方
法
と

支
給
制
限
に
関
す
る
所
得
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
と
調
整
す
る
障
害
基
礎
年
金
等
の
範

囲
が
変
わ
り
ま
す
】

こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
等（
※
１
）を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
障
害
基
礎
年
金
等
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額

を
上
回
る
場
合
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、
児
童
扶
養

手
当
の
額
が
障
害
年
金
の
子
の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る

場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
等
以
外
の
公
的
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
人（
※
２
）は
、
今
回
の
改
正
後
も
、
調
整
す
る

公
的
年
金
等
の
範
囲
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
的
年

金
等
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の

差
額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

（
※
１
）国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
、
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
に
よ
る
障
害
補
償
年
金
な
ど
。　
（
※
２
）遺
族
年
金
、

老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
の
障
害
年
金
以
外
の
公

的
年
金
等
や
障
害
厚
生
年
金（
３
級
）の
み
を
受
給
し
て
い
る
人
。

【
支
給
制
限
に
関
す
る
所
得
の
算
定
が
変
わ
り
ま
す
】

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
は
、
受
給
資
格
者（
母
子
家
庭

の
母
な
ど
）と
受
給
資
格
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
民
法

上
の
扶
養
義
務
者（
子
ど
も
の
祖
父
母
な
ど
）な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
支
給
を
制
限
す
る

取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、
障
害
基
礎
年
金

等
を
受
給
し
て
い
る
受
給
資
格
者
の
支
給
制
限
に
関
す
る

「
所
得
」に
、
非
課
税
公
的
年
金
給
付
等（
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）が
含
ま
れ
ま
す
。

【
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
】

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
、
原
則
、
申
請
は
不
要
で
す
。
そ
れ
以
外

の
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
支
給
要
件
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
１
日
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
事
前
申
請
は
可

能
で
す
。

【
支
給
開
始
月
に
つ
い
て
】

通
常
、
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
た
た
め
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、
令
和
３

年
３
月
１
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
令
和

３
年
６
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
令
和
３
年
３
月
分

の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

３
月
分
と
４
月
分
の
手
当
は
、
５
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

子の加算部分

障害基礎年金等の全体額が
児童扶養手当の額を上回る
ため、手当全額が支給停止。

比較
調整

本体部分全額
支給停止

子の加算部分

比較
調整

子の加算部分と同額分は支給停止

差額を支給
本体部分差額を

支給

改正前

改正後

Jアラートの全国一斉伝達試験を実施します
問 総務課 防災対策室（℡64-1502） 

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃

な
ど
の
発
生
に
備
え
、
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
J
ア
ラ
ー

ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）を
用
い
た
試
験
放
送
で
、

市
内
78
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
み
や
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
次

の
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ

ま
す
。

■
放
送
内
容　

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」

（
３
回
繰
り
返
し
）

■
訓
練
日
時

２
月
17
日
㈬
午
前
11
時
頃

※
災
害
の
発
生
、
気
象
状

況
に
よ
っ
て
は
、
試
験
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、

津
波
情
報
、
緊
急
地
震

速
報
な
ど
、
対
処
に
時

間
的
余
裕
の
な
い
事
態

に
関
す
る
情
報
を
人
工

衛
星
な
ど
を
用
い
て
国

か
ら
送
信
し
、
市
町
村

防
災
行
政
無
線
を
自
動

起
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
か
ら
直
接
住
民
に
対

し
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

二十歳の誓いを胸に
成人式

　

12
月
17
日
、
株
式
会
社
筑
邦
銀

行
と
市
と
の
連
携
協
定
締
結
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
み
や
ま
市
内
の

経
済
循
環
「
お
金
の
地
産
地
消
」

を
促
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
構

築
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。
同
社
の
佐
藤
清
一
郎
取

締
役
頭
取
は
、「
銀
行
は
預
金
・
貸

出
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
部
門

や
地
域
の
事
業
承
継
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
互
い
に
寄
り

添
い
、
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

地域経済の活性化を目指す
株式会社筑邦銀行と連携協定締結

　

1
月
20
日
、
大
江
天
満
神
社

で
幸
若
舞
（
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
）
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
室
町
時
代
に
発
祥
し
、
織

田
信
長
な
ど
の
戦
国
大
名
に
愛
さ

れ
た
幸
若
舞
で
す
が
、
時
代
と
と

も
に
衰
退
。
大
江
地
区
に
伝
わ
る

「
大だ
い
が
し
ら
り
ゅ
う

頭
流
幸
若
舞
」
は
、
現
存

す
る
国
内
で
唯
一の
幸
若
舞
で
す
。

今
年
は
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
、

「
浜は
ま
い
で出
」「
日に
ほ
ん
ぎ

本
記
」「
和い
ず
み
が
じ
ょ
う

泉
ケ
城

（
二
）」「
敦あ
つ
も
り盛
」「
高た
か
だ
ち館
（
上
）」
の

5
つ
の
演
目
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

伝統を絶やすことなく
幸若舞

　
12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日
に
か
け
て
、「
竹

飯
竹
灯
籠
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の

竹
灯
籠
が
境
内
に
並
び
ま
し
た
。
地
元
の

有
志
の
皆
さ
ん
が
、
年
末
年
始
に
訪
れ
て
も

ら
お
う
と
始
め
て

か
ら
８
年
目
。
今

回
も
、
細
か
い
細

工
が
施
さ
れ
た
竹

灯
籠
の
あ
た
た
か

く
幻
想
的
な
明
か

り
が
境
内
を
包
み

ま
し
た
。

▲「敦盛」の上演

　

１
月
10
日
、
ま
い
ピ
ア
高
田
で
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
防
止
の
た
め
、午
前（
瀬
高
）と
午
後（
山
川・

高
田
）
の
２
部
制
で
の
開
催
と
な
り
、
合
わ

せ
て
計
２
４
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、

着
物
や
ス
ー
ツ
な
ど

の
晴
れ
や
か
な
衣
装

に
身
を
包
み
、
会
場

は
友
人
や
恩
師
と
の

再
会
を
喜
び
合
う
笑

顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

探載 みやまたんさい
～その時々の風物や動植物などを探して掲載します～

神
社
を
彩
る
竹
灯
籠

竹
飯
八
幡
宮
境
内

竹
灯
籠
奉
納

障害基礎年金等 児童扶養手当

<

>

障害基礎年金等 児童扶養手当

午後の部（山川・高田）

午前の部（瀬高）新成人代表あいさつ
（午後の部）


